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中学生模擬議会「参考人としてまちづくりを提案」

　　（本会議出席手続きを行う中学生参考人）



提案１　小値賀町の施設面について

村田康成　ノーマライゼーションの視点から

貝屋恵理　空き家利用の視点から

門脇梢平　自然エネルギーの視点から

提案２　小値賀町の産業について

藤松義匡　漁業について（後継者を増やす）

川村　希　農業について（畜産業の発展）

永田宏紀　I ターン・U ターン者を増やすために

筒井尚史　高齢者の生き方・働き方

護山義孝　新しい産業

　

提案３　小値賀町の教育について

村中夏美　修学旅行生との交流を通じて

松永海千郎　ICT 機器を活用した遠隔授業の可能性

門田秀英　離島の特性を活かした留学制度について

提案４　小値賀町の観光について

近藤　蓮　観光客の移動手段に対する提案

崎山富公衛　アートを観光資源とする提案

平田　樹　無人島を活用した提案

升水遥平　世界大会の開催を目指した提案

　

２
月
14
日
、
小
値
賀
中
学

校
３
年
生
に
よ
る
中
学
生
模

擬
議
会
が
役
場
３
階
の
本
会

議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
町
は
小
中
高
一
貫
教
育

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
特
徴
を
活
か
し
遣
未
来

使
学
の
時
間
を
系
統
立
て
て

設
け
て
い
ま
す
。

　

９
年
間
積
み
上
げ
て
き
た

小
値
賀
学
の
内
容
を
「
町
づ

く
り
の
提
案
」
と
し
て
ま
と

め
あ
げ
、
本
物
の
議
会
を
発

表
の
場
と
し
、
議
員
に
提
案

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

中
学
３
年
生
に
参
考
人
と

し
て
、
議
会
に
出
席
し
て
も

ら
い
、
本
物
さ
な
が
ら
の
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

休
憩
な
し
の
１
２
０
分
あ
っ

と
い
う
ま
に
過
ぎ
ま
し
た
。
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中学生模擬議会開催　小中高一貫教育で取り組む遣未来使学の一環                として学校と議会が企画

　

機
器
を
使
っ
た
交
流
が
継
続

さ
れ
、
そ
の
関
係
が
、
の
ち

に
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

議
員
か
ら
は
、
学
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
る

必
要
が
あ
る
が
、
先
生
た
ち

を
説
得
で
き
る
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、「
や
っ
て
み
る
」

と
の
心
強
い
返
事
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。

局
で
手
続
き
（
費
用
弁
償
の

代
わ
り
に
小
値
賀
の
本
を
贈

呈
）
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　

議
場
に
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
持
ち
込
ん

で
、
画
像
を
使
い
な
が
ら
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

少
々
の
緊
張
の
表
情
な
が
ら

も
堂
々
と
し
た
意
見
陳
述
で

し
た
。

◎
漁
業
後
継
者
増
の
方
法

　

藤
松
義
匡
さ
ん
は
、
漁
業

後
継
者
の
激
減
の
状
況
を
憂

い
、
漁
船
の
リ
ー
ス
な
ど

様
々
な
支
援
策
を
提
案
し
ま

し
た
。
議
員
か
ら
、「
将
来

漁
師
に
な
る
気
は
あ
り
ま
す

か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と
、

「
漁
師
を
や
る
つ
も
り
で
す
」

と
答
え
、
議
場
に
は
暖
か
い

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

◎
観
光
振
興
に
体
験
交
流

　

村
中
夏
美
さ
ん
は
、
修
学

旅
行
生
と
小
値
賀
の
生
徒
と

の
交
流
を
観
光
に
活
か
す
提

案
を
し
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
生
と
小
値
賀
の

生
徒
が
打
ち
解
け
て
、
自
然

と
文
化
を
ベ
ー
ス
に
、
触
れ

合
い
が
で
き
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
修
学
旅
行

が
終
わ
っ
た
後
も
情
報
通
信

　

当
日
は
、
小
値
賀
中
学
校

３
年
生
15
人
が
、
事
前
に
送

付
さ
れ
た
参
考
人
出
席
要
請

書
を
持
参
し
て
、
議
会
事
務
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を
提
案
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
を
利
用
し
、
船
の
乗
り
合

い
海
上
タ
ク
シ
ー
活
用
の
態

勢
を
整
え
た
ら
ど
う
か
と
述

べ
、
料
金
も
少
々
高
く
て
も

利
用
し
た
い
人
は
多
い
は
ず

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

総
勢
15
人
。
ど
の
生
徒
の

ア
イ
デ
ア
も
よ
く
調
べ
、
考

え
を
具
体
的
に
伝
え
る
工
夫

が
な
さ
れ
て
お
り
、
感
心
す

る
内
容
ば
か
り
で
し
た
。

　

発
表
の
態
度
も
堂
々
と
し

て
お
り
、
議
員
の
質
疑
に
答

え
る
真
摯
な
姿
勢
に
は
、
称

賛
の
声
が
上
が
り
、
こ
こ
ろ

が
震
え
る
ほ
ど
の
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。

　

最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て

崎
山
富
公
衛
さ
ん
が
挨
拶
を

◎
人
口
増
加
の
方
法

　

永
田
宏
紀
さ
ん
は
、
Ｉ

タ
ー
ン
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
者
を

増
や
す
た
め
に
小
値
賀
の
４

つ
の
メ
リ
ッ
ト
の
ア
ピ
ー
ル

と
専
用
相
談
所
の
設
置
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発

信
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
の
質
疑
の
終
わ

り
に
「
小
値
賀
に
帰
っ
て
く

る
の
か
」
と
問
わ
れ
、
定
年

後
は
小
値
賀
に
帰
っ
て
町
議

会
議
員
に
な
り
た
い
と
答

え
、議
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

◎
海
上
交
通
手
段
に
不
定
期

便
を
活
用

　

近
藤
蓮
さ
ん
は
、
小
値
賀

佐
世
保
間
の
ダ
イ
ヤ
を
も
っ

と
便
利
に
す
る
こ
と
で
観
光

客
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
、
乗
り
合
い

チ
ャ
ー
タ
ー
船
の
ア
イ
デ
ア

　

本
日
は
こ
の
よ
う
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
中
学
校
で
３
年
間
、
社
会
科
や
遣
未
来

使
学
の
小
値
賀
学
で
、
小
値
賀
に
つ
い
て
様
々
な
角
度

か
ら
学
び
、
学
習
発
表
会
で
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
発

表
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
、
そ
の
３
年
間
の
学
び
の

集
大
成
と
い
う
思
い
で
臨
み
ま
し
た
。
社
会
科
で
は
、

地
方
自
治
に
つ
い
て
学
習
し
た
時
に
地
方
自
治
は
民
主

主
義
の
学
校
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
度
か
ら
選
挙
権
が
18
歳
に
な
り
、
私
た
ち
も
あ
と
３

年
で
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に

は
、
今
よ
り
も
っ
と
世
の
中
の
こ
と
を
分
か
り
、
自
分

で
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
値
賀
学
で
は
、
１
、２
年
生
で
は
小
値
賀
の

捕
鯨
や
野
崎
の
歴
史
な
ど
を
学
習
し
、
３
年
生
で
は
約

１
年
を
か
け
て
小
値
賀
の
未
来
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
故
郷
を
誇
り
に
思
え
る
気
持
ち
が
強
く
な

り
ま
し
た
。

　

今
日
で
、
小
学
校
か
ら
続
い
た
小
値
賀
学
の
学
習
は

終
わ
り
ま
す
が
、
高
校
生
に
な
っ
て
も
、
大
人
に
な
っ

て
も
、
小
値
賀
の
こ
と
を
愛
し
、
誇
り
に
思
え
る
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
議
会
の
皆
さ
ん
、
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

し
、
学
校
を
代
表
し
て
永
松

校
長
先
生
が
お
礼
を
述
べ
、

初
め
て
試
み
た
参
考
人
制
度

に
よ
る
中
学
生
議
会
は
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
こ
と
が
生
徒
の
皆

さ
ん
の
将
来
に
、
そ
し
て
小

値
賀
の
将
来
の
希
望
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

永
松
校
長
、
江
川
先
生
を

は
じ
め
今
回
の
中
学
生
模
擬

議
会
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
全
て
の
先
生
方
、
教
育

長
を
は
じ
め
教
育
委
員
会
の

皆
様
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
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こ
の
度
の
全
国
町
村
議
長
会
主
催
の
第
31
回
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
お
ぢ
か
議
会
だ
よ
り
」
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
は
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
全
国
か
ら
応

募
さ
れ
た
２
９
１
件
の
中
か
ら
優
良
賞
に
選
出
さ
れ
ベ
ス
ト
10（
７

位
）
に
入
り
ま
し
た
。

　

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
、
親
し
ま
れ
る
広
報
づ
く

り
、
で
き
る
だ
け
早
く
家
庭

に
お
届
け
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ベ
ス
ト
10
入
り

を
目
指
す
位
置
に
あ
る
奨
励

賞
を
い
た
だ
き
、
い
つ
か
は

ベ
ス
ト
10
入
り
を
果
た
し
て

み
た
い
と
研
鑽
を
深
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に

早
く
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

以
前
は
、
議
会
広
報
は
お

ぢ
か
新
聞
の
一
角
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
。

　

平
成
４
年
か
ら
議
会
だ
よ

り
は
単
独
で
発
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
、
議

員
だ
け
で
編
集
す
る
態
勢
を

貫
き
、
１
人
で
も
多
く
の
町

民
の
方
に
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
し
、
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
を
勉
強
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

議
会
の
諸
先
輩
の
汗
の
リ

レ
ー
で
、
次
号
は
１
０
０
号

と
い
う
記
念
の
時
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
受

賞
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
感
謝
で
す
。

◎
傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

否
定
的
な
意
見
も
掲
載
し
て

お
り
、
好
感
が
持
て
る
。
答

弁
で
の
問
と
答
え
の
呼
応
が

明
確
。

◎
広
聴
を
重
視
し
た
紙
面
企

画
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
住

民
と
共
に
歩
む
議
会
姿
勢
が

伺
え
る
紙
面
編
集
で
、
読
ま

せ
る
工
夫
を
施
し
た
編
集
が

巧
み
で
す
。

◎
全
編
を
通
し
て
住
民
視
点

が
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
者
を
引
き
付
け
る
親
近

感
、
読
み
や
す
さ
へ
の
工
夫

が
あ
り
ま
す
。

◎
冒
頭
は
子
育
て
世
代
と
の

座
談
会
。
さ
ら
に
、
夜
間
議

会
や
議
場
で
傍
聴
者
の
意
見

を
聞
く
模
擬
公
聴
会
な
ど
、

議
会
の
精
力
的
な
活
動
が
紙

面
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

審
査
員
の
講
評
（
抜
粋
）

諸
先
輩
か
ら
の
積
み
か
さ
ね

次
回
は
議
会
だ
よ
り
単
独
発
行
第
１
０
０
号
に

昨年の奨励賞に続いての連続受賞
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生徒（参考人）を代表して挨拶

永松校長

参考人を代表しての最後の挨拶に議員一同感激



平成 29 年度特別会計７会計の当初

予算合わせて　17 億 4830 万円に

地方交付税
       63%

  
　　　　国境離島運賃低廉化補助金 1800 万円を含む平成　　　29 年度一般会計当初予算 26 億 4600 万円を可決

　　　　款 　　　金　　額
町税   1 億 6195 万 2000 円
地方譲与税           2160 万 1000 円
利子割交付金                          15 万円
配当割交付金 50 万円
株式等譲渡所得割交付金 40 万円
地方消費税交付金 4000 万円
自動車取得税交付金 250 万円
地方特例交付金 10 万円
地方交付税 16 億 5600 万円
交通安全対策特別交付金 1000 円
分担金及び負担金 1411 万 2000 円
使用料及び手数料 4718 万 4000 円
国庫支出金 2 億 3323 万 5000 円
県支出金 1 億 9356 万 6000 円
財産収入 1745 万 9000 円
寄附金 9000 円
繰入金 892 万 5000 円
繰越金 5000 万円
諸収入 5340 万 6000 円
町債 １億 4490 万円

　　　　款 　　　金　　額
議会費 5231 万
総務費 3 億 5874 万 3000 円
民生費 5 億 7143 万 8000 円
衛生費 2 億 4005 万 4000 円
農林水産業費 4 億 2395 万 1000 円
商工費 8361 万 9000 円
土木費 2 億 3441 万円
消防費 9417 万 4000 円
教育費 2 億 2172 万 8000 円
災害復旧費 8000 円
公債費 3 億 4936 万 4000 円
諸支出金 1670 万円
予備費 950 万円

　

開
会
後
、
議
員
派
遣
の
報

告
（
関
連
記
事
は
12
頁
）、

常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会

の
報
告（
関
連
記
事
は
13
頁
）

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
の
施
政
方
針
で
は
、

国
境
離
島
新
法
に
よ
る
国
境

離
島
運
賃
の
低
廉
化
が
４
月

よ
り
実
施
さ
れ
、
フ
ェ
リ
ー

便
、
高
速
船
と
も
に
約
半
額

に
な
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
離

島
活
性
化
交
付
金
か
ら
出
さ

れ
て
い
た
農
水
産
物
輸
送
補

助
が
国
境
離
島
新
法
に
よ
る

予
算
か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
案
は
特
別
委
員

平成 29 年度一般会計当初予算

3 月 7 日から 16 日までの 10 日間の会期で、平成 29 年第 1 回定例会
が開催され、当初予算など 46 件の議案と継続審査としていた野崎島関
係 3 議案（関連記事は８頁）を審議しました。

国民健康保険事業特別会計 　5 億 8700 万円
介護保健事業特別会計 　4 億 2600 万円
後期高齢者医療事業特別会計 　4360 万円
渡船事業特別会計 　6380 万円
簡易水道事業特別会計 　7950 万円
下水道事業特別会計 　1 億 4140 万円
国民健康保険診療所特別会計 4 億　700 万円

会
を
設
置
し
て
（
関
連
記
事

は
６
頁
）
３
日
間
審
議
し
ま

し
た
が
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
７
会
計
い
ず
れ
も
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
、
本
会

議
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

当
初
予
算
の
主
な
も
の

は
、
次
頁
に
記
し
て
お
り
ま

す
が
、
昨
年
制
定
さ
れ
た
国

境
離
島
新
法
に
基
づ
く
本
土

部
離
島
間
の
交
通
運
賃
の
低

廉
化
が
本
年
よ
り
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
伴
う
、
町
負
担
分

の
予
算
で
す
。

　

特
別
職
の
給
与
引
き
上
げ

の
条
例
案
は
賛
成
少
数
で
否

決
し
ま
し
た（
関
連
記
事
は
、

９
頁
）。

　

ま
た
、
12
月
定
例
会
で
継

続
審
査
に
な
っ
て
い
た
野
崎

島
の
保
全
と
管
理
に
関
す
る

条
例
案
は
総
務
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
の
報
告
ど
お
り
否

決
し
ま
し
た
（
関
連
記
事
は

８
頁
）。

　

一
般
質
問
は
末
永
議
員
が

登
壇
し
、
藻
場
再
生
に
つ
い

て
の
質
問
を
し
ま
し
た
（
関

連
記
事
は
16
頁
）。

　

国庫支出金
      9%

県支出金
     7%

町債
 5%

町税
6%

地方消費税交付金
           2%

繰越金
   2%

諸収入
   2%

使用料及び手数料
          2%

議会費
   2%

総務費
  14%

民生費
  21%

衛生費
   9%

農林水産業費
       16%

商工費
  3%

土木費
   9%

消防費
  4%

教育費
   8%

公債費
  13%

小値賀町議会だより第 99 号（７） 小値賀町議会だより第 99 号（６）

当
初
予
算
は
特
別
委
員
会
で
集
中
審
議

 

３
日
間
の
質
疑
応
答
に
中
身
の
濃
い
審
査

　
　
　
　

特
別
職
の
給
与
引
き
上
げ
は
否
決

 平成 29 年度

一般会計予算

 歳入（収入）

 平成 29 年度

一般会計予算

 歳出（支出）

予算について集中審議を行う予算特別委員会

歳　入

歳　出



本年度もこのような事業に力を入れます

小値賀町議会だより第 99 号（８）

2640 万円
　離島流通効率化・
コスト改善事業（水産物）

水産物の海上輸送費の 10
分の８を補助（国・県・町）

離島漁業再生支援交付金

2072 万円

漁業集落が実施する種苗
放流、漁場管理などの取
り組みに対して補助

子育て世帯保育料軽減事業

1110 万円

児童を子どもの園等に
入園させる保護者に対
し、保育料の全額を補
助する

漁業用燃油高騰対策
1000 万円

漁船用の燃油について、
1リットル当たり 10円を
補助

定住促進用住宅改修事業
1300 万円

空き家調査で把握済みの住宅
2件を町が借り上げ、定住用
住宅に改修する

6000 万円
町道野崎本線整備事業

来島者の安全確保のため、コ
ンクリート舗装、法面工事、
崖への転落防止柵の設置

離島流通効率化・コスト
改善事業（農産物）

430 万円

農産物の海上輸送費の
10 分の８を補助

本年度は新たにこのような事業を実施します

国境離島運賃低廉化補助金
1800 万円

新しく制定された国境離島法にも
とづき、離島住民の運賃をＪＲ並
みにするために国、県、町が補助
金を出して軽減するもの

地域おこし企業人事業
318 万 1000 円

大企業社員がそのノウハウを活かして、地
域おこしに参画し、地方への人の流れに寄
与することを目指す（本年 1 人を予定）

漁業就業促進総合支援事業
334 万円

漁業技術研修者への生活費支給
等及び指導者への謝金等に対し
て支援

農業後継者奨学資金事業

120 万円

小値賀町出身者で、農業大学校に
進学し、町内での就農を希望する
者に対して、奨学資金を助成

学校ICT教育整備事業（小学校・中学校）

330 万円
330 万円

情報通信機器やソフトを活用して、教育
環境の格差をを是正し、教育効果の上昇
を図る

第 5分団消防ポンプ自動車購入
2200 万 5000 円

        100 万円
ターミナル待合室整備事業

フェリー太古の早朝到着
対応の仮眠室設置

小値賀町議会だより第 99 号（９）

老朽化した第 5 分団消防ポン
プ自動車を更新する



予算特別委員会

【問】国庫支出金の地方創生交付金が十分に活用され

ていないのではないか。

【答】地方創生関連事業は、採択要件が厳しく、予算
枠に対して全国から上がってくる分も 3 分の１は要
望事業がないという状況だ。先進性、広域性が求めら
れ、かつ、モデルとなるような事業ということで非常
にハードルが高いので、活用するアイデアが出にくい。

【問】ふるさと寄附金の平成 28 年度単年度での収入は？

【答】124 万 6000 円だ。

【問】周知はどのよう方法でしているのか。

【答】小値賀会が主で、金額は減っているが、件数は増
えている。

【問】無理のない返礼品にしてふるさと納税を増やすこ

とは考えていないのか。

【答】本町の情報発信をしながら、相手から応援をした
いと思われるしかけをするのがいいと考える。

【問】花嫁対策の今後の取り組みは？

【答】今までに２組が結婚までいった。人口減少対策と
して重要なことで、継続が大事だと考えている。コンサ
ルを利用して、独身男女にアタックしてもらっている。

【問】地域おこし企業人事業の内容は？

【答】首都圏などの大手企業の社員を地域おこしに活
用しようという国の事業だ。企業がバックにつくこと
で効率的なスキルや人脈を活用して地域おこしができ
るという点で大きなメリットがある。今回は国交省の
事業を請け負う大手コンサルの技術職の社員を派遣し
てもらうことになっている。当面は、喫緊の課題であ
る空き家対策の部分で力を発揮していただこうと考え
ている。

小値賀町議会だより第 99 号（10）

【問】国境離島航路運賃軽減事業負担金の内容は？

【答】離島住民であるという共通の証明書を発行する
という話になっているが、4 月には間に合わないので、
1 年間は、運転免許証、健康保険証等であれば離島住
民とみなし、運賃補助の対象になる。

【問】正式な保育士の採用見込みは？

【答】通年募集をしたり、実習生でこども園にきた方
の自宅に電話して勧誘したり、長崎保育協会・大学・
専門学校に求人案内を行ったりして、確保する努力は
しているが、なかなか補充はできていない。

【問】奨学金制度を設けて、保育士を育てる政策の必

要性についてどう考えるか。

【答】保育士に限らず、小値賀に帰ってきてくれる見
込みがありそうな人が進学する場合の奨学金について
研究して、予算措置をしたい。

【問】国民健康保険の平成 28 年度分の滞納見込み額と

滞納額累計はどうなっているか。

【答】平成 28 年度 31 件の 250 万円程度。滞納額累
計は、48 件で約 2100 万円である。今後も努力する。

　

３
日
間
の
予
算
特
別
委
員

会
で
平
成
29
年
度
当
初
予
算

を
審
議
し
ま
し
た
。

　

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予

算
、
平
成
29
年
度
特
別
会
計

予
算
７
件
に
つ
い
て
、
賛
成

全
員
で
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。　

　

今
回
編
成
さ
れ
た
平
成
29

年
度
予
算
が
、
真
に
住
民
の

暮
ら
し
の
中
で
活
か
さ
れ
る

よ
う
効
率
的
に
執
行
し
て
、

大
き
な
効
果
が
上
が
る
よ
う

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。（
抜
粋
）

委員長報告

予
算
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

土
川
重
佳

小値賀町議会だより第 99 号（11）



　

野
崎
島
の
保
全
及
び
適
正
な
利
用
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
案
を
否
決

総務文教厚生常任委員会では、当面は、町長の執行権の範囲内で十分対

応できるとし、野崎島について町民が共有できる理念が書き込まれた条

例を時間をかけて改めて策定すべきとし、原案は否決すべきものと決し

ました。

【
反
対
討
論
】

今
田
光
弘
議
員

　

本
条
例
案
第
３
条
で
「
訪

れ
る
者
へ
の
行
為
制
限
等
を

定
め
」、
第
11
条
で
、
あ
ら

か
じ
め
入
島
を
届
け
出
な

か
っ
た
者
に
対
し
、「
町
長

は
入
島
拒
否
ま
た
は
退
去
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

憲
法
第
22
条
で
は
、
公
共

の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
は

小値賀町議会だより第 99 号（12）

　

今
後
、
入
島
者
の
増
加
に

よ
る
島
内
の
自
然
環
境
の
悪

化
及
び
町
の
文
化
財
を
含
む

公
共
施
設
の
劣
化
、
毀
損
等

へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
島
者
の
安
全

確
保
に
努
め
る
こ
と
も
町
の

責
務
で
す
。　

　

本
条
例
案
は
、
野
崎
島
の

環
境
を
守
り
、
国
の
重
要
文

化
的
景
観
へ
の
選
定
に
よ
り

生
じ
て
い
る
小
値
賀
町
の
義

務
な
い
し
責
務
を
果
た
す
も

の
で
す
。

　

こ
の
条
例
案
が
野
崎
島
を

守
る
核
心
と
な
り
、
す
み
や

か
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
望

み
、
本
案
に
賛
成
し
ま
す
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
３
（
横

山
議
員
・
浦
議
員
・
松
屋
議

員
）・
反
対
４
（
宮
﨑
議
員
・

土
川
議
員
・
末
永
議
員
・
今

田
議
員
）
で
本
案
を
否
決
し

ま
し
た
。　

【
反
対
討
論
】

今
田
光
弘
議
員

　

本
条
例
案
第
５
条
に
、「
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
町
長
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま

す
。

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い

う
の
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

誰
で
も
ウ
エ
ル
カ
ム
な
施
設

で
あ
る
べ
き
で
、
利
用
し
よ

う
と
す
る
際
に
あ
ら
か
じ
め

町
長
に
通
知
が
必
要
と
な
る

と
、
そ
れ
は
も
う
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
と
は
言
え
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

観
光
客
だ
け
で
な
く
、
小

値
賀
町
民
も
利
用
す
る
「
公

の
施
設
」
と
し
て
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
な
ら

ば
、
あ
ら
か
じ
め
町
長
に
通

知
す
る
必
要
は
な
く
、
自
由

に
出
入
り
で
き
る
も
の
で

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
よ
っ
て
、
事
前
に

通
知
を
し
て
い
な
い
と
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
で

き
な
い
と
す
る
本
条
例
案
に

は
反
対
し
ま
す
。

誰
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
旅
行

す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
入
島
の
届
を

出
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
公
共

の
福
祉
に
反
す
る
と
は
言
え

ず
、
そ
れ
を
理
由
に
町
長
が

入
島
拒
否
ま
た
は
退
去
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
本
条
例

案
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
移
転
の
自
由
を
制
限
す

る
こ
と
と
な
り
、
憲
法
に
違

反
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
案
に
反
対
し
ま

す
。

【
賛
成
討
論
】

横
山
弘
藏
議
員

　

世
界
遺
産
登
録
が
迫
る
野

崎
島
の
保
護
に
つ
い
て
、
小

値
賀
町
文
化
的
景
観
保
護
推

進
条
例
で
は
、
不
十
分
な
面

も
あ
り
、
町
長
部
局
の
関
与

を
定
め
る
本
条
例
案
で
補
完

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

野崎島のビジターセンターの落成

残りの野崎島関連の 2つの条例は原案可決

修復が終わった野崎島神官屋敷

町長・副町長・教育長の給与を約５％引き上げる条例案を否決

【
反
対
討
論
】

浦　

英
明
議
員

　

税
収
は
約
１
億
５
０
０
０

万
円
で
歳
入
に
占
め
る
割
合

は
５
％
と
極
め
て
低
い
。
借

金
で
あ
る
地
方
債
の
残
高
は

28
年
度
34
億
８
３
０
０
万
円

に
な
る
見
込
み
。
将
来
を
見

据
え
て
財
政
健
全
化
を
堅
持

す
べ
き
。
平
成
の
大
合
併
時

に
自
律
を
選
択
し
た
こ
と

で
、
厳
し
い
財
政
運
営
の
た

め
、
身
を
切
っ
て
報
酬
削
減

に
取
り
組
ん
で
き
た
流
れ
を

堅
持
す
べ
き
だ
と
考
え
、
本

条
例
改
正
案
に
反
対
し
ま

す
。

今
田
光
弘
議
員

　

本
条
例
案
に
反
対
で
す
。

　

嘱
託
職
員
及
び
臨
時
職
員

は
、
町
職
員
の
慢
性
的
な
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
を
補
い
、
現

場
で
の
貴
重
な
戦
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
嘱
託
や
臨
時
職
員

の
賃
金
の
引
き
上
げ
を
実
施

す
べ
き
で
、
そ
の
後
に
特
別

職
の
給
与
の
改
定
を
し
た
方

が
、
町
民
の
理
解
は
得
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
討
論
の
後
、
採
決

し
、
賛
成
３
（
宮
﨑
議
員
・

末
永
議
員
・
松
屋
議
員
）
・

反
対
４
（
横
山
議
員
・
浦
議

員
・
土
川
議
員
・
今
田
議
員
）

で
本
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

報
酬
を
10
％
上
げ
る
「
各
種
委
員
等
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
は
可
決

嘱託職員や臨時職員の賃金のアップこそ先に実施すべきであること
と、合併せず自律の道を選択したからには、厳しい財政運営を覚悟し、
報酬等を削減した当時を思い起すべきとして、 否決しました。

「町長、副町長及び教育長の給与に関する条例の一部を改正する条例案」
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【
反
対
討
論
】

土
川
重
佳
議
員

　

平
成
の
合
併
に
お
い
て
、

当
時
の
行
政
幹
部
は
身
を

切
っ
て
で
も
単
独
で
や
っ
て

い
く
と
し
て
、
行
財
政
改
革

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の

危
機
感
を
今
忘
れ
か
け
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

少
々
余
裕
が
で
き
た
か
ら

と
い
っ
て
報
酬
を
ア
ッ
プ
す

る
の
は
、
町
民
の
目
線
で
見

た
と
き
に
ど
う
か
と
考
え
ま

す
。
今
一
度
考
え
直
し
ほ
し

い
と
思
い
、
本
案
に
反
対
し

ま
す
。

浦　

英
明
議
員

　

消
防
団
の
報
酬
の
ア
ッ
プ

に
意
義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
他
の
報
酬
を
カ
ッ
ト
以

前
に
戻
す
の
は
如
何
な
も
の

か
と
思
い
ま
す
。

　

自
立
を
選
択
し
て
身
を
粉

に
し
て
や
っ
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
思
い
に
反
す
る
行
為
は

で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
本

案
に
反
対
し
ま
す
。

【
賛
成
討
論
】

今
田
光
弘
議
員

　

も
う
10
年
間
カ
ッ
ト
が
据

え
置
き
に
な
っ
て
い
る
状
態

は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
疑

問
で
す
。

　

消
防
団
や
各
種
委
員
等
、

自
分
の
仕
事
を
犠
牲
に
し
て

ま
で
も
や
っ
て
い
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
本

案
に
賛
成
し
ま
す
。

松
屋
治
郎
議
員

　

人
口
減
少
が
著
し
い
中
、

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

疑
問
で
す
。「
町
長
も
副
町

長
も
教
育
長
の
報
酬
は
上
げ

な
く
て
も
、
こ
の
分
は
上
げ

る
」
と
い
う
姿
勢
こ
そ
が
町

民
の
や
る
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
繋
が
る
と
思
う
の

で
、
本
案
に
賛
成
し
ま
す
。

横
山
弘
蔵
議
員

　

賛
成
の
立
場
で
討
論
し
ま

す
。
各
種
委
員
は
、
町
の
方

か
ら
お
願
い
を
し
て
就
い
て

も
ら
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
内
容
も
責
任
の
あ

る
仕
事
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
10
年
前
の
合

併
当
時
の
厳
し
い
状
況
を
分

か
ち
合
っ
て
き
た
の
で
す

が
、
そ
ろ
そ
ろ
、
そ
の
責
任

の
重
さ
に
見
合
う
報
酬
を
支

給
す
る
改
正
は
良
い
と
思
い

本
案
に
賛
成
し
ま
す
。

　

以
上
の
討
論
の
後
、
採
決

を
し
、
賛
成
５
（
宮
﨑
議
員
・

横
山
議
員
・
末
永
議
員
・
松

屋
議
員
・
今
田
議
員
）
・
反

対
２
（
浦
議
員
・
土
川
議
員
）

で
本
案
は
可
決
し
ま
し
た
。　
　

ビジターセンター設置条例は、賛成６（宮﨑議員・横山議員・

浦議員・土川議員・末永議員・松屋議員）反対１（今田議員）

で可決

野崎島神官屋敷の設置条例は賛成全員で可決



新たな制度による
農業委員の任命の同意

浦いせ子　　江川克彦

大田　廣　　岡野耕藏

川久保和幸　北野長義

小崎八郎治　土川浩子

前田　猛　　松山多作

迎　広子　　宮崎幸二

吉田英章　　入口政隆

（順不同）

以上の方の任命に同意し

ました。任期は 7 月から

3 年間です。

農産物加工施設の指定管理者の指定について

新しく出来た中学校グラウンド横の農産物加工施設

の指定管理者に一般財団法人小値賀町担い手公社を

指定しました。

町有雌牛貸付事業に関する条例の一部を改正する条例

近年の子牛価格の高騰で、従来の設定価格では対応が難

しいため、貸付の上限価格を 60 万円から 100 万円に改

正しました。

町立小中学校教員住宅管理条例の一部を改正する条例
町立小中学校設置条例の一部を改正する条例

西町教員住宅の完成により、名称や使用料の明記をするため

の改正です。また、学校運営が望めない六島分校を廃止します。

それに関連して、六島分校教員住宅を管理条例の中から除外

しました。

旧野首教会の設置及び管理に関する条例

歴史的価値を持つ文化財である旧野首教会を適正に

保存し、公開するための必要なルールを定めました。

小値賀町税条例等の一部を改正する条例

軽自動車税を種別割に改める。エコカー減税を延長。

環境性能割の課税標準、徴収方法、減免などについて

追加しました。
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そ
の
他
の
条
例
・
可
決
し
た
事
項

　       
教育委員会委員任命についての同意

　　　　       升 水 裕 司 氏

将来に大きな可能性を秘めた子ども達の
ために微力ですが頑張りたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い致します。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
升
水
裕
司
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
、
議
会
は
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
で
す
。

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

農産物加工場

西町教員住宅

平成 28 年度一般会計補正予算

平成 28 年度特別会計補正予算

　　　　　歳入歳出それぞれ 6900 万円追加し、

　　　　　　　予算総額を 33 億 2344 万円に

主な歳入補正　　　　　　　　　　　　　主な歳出補正

　地方交付税　6410 万円　　　　　　　    総務費　1 億 4187 万 6000 円
　国庫支出金　3372 万円 6000 円減　　　 道路新設改良費　3000 万円減
　町債　　　　2480 万円　　　　　　　　 土木費　3496 万 2000 円減　　　　　　　　　　　　　
　寄附金　　　569 万 2000 円　　　　　　農林水産業費　2620 万 7000 円減

　国民健康保険事業

　特別会計補正予算

3413 万円を減額し、

　5 億 6407 万円に

介護保険事業特別会計補

正予算

5018 万 5000 円を減額し、

　　4 億 3115 万円に

後期高齢者医療事業特別

会計補正予算

283 万 7000 円を追加し

　　4588 万 7000 円に

渡船事業特別会計補正予

算

428 万円を減額し、

　　5460 万 3000 円に

国民健康保険診療所特別

会計補正予算

1392 万 4000 円を減額し、

　　4 億 110 万円に

小値賀町議会だより第 99 号（15）

九州新幹線西九州ルートの整備促進に関する意見書

国に対して、フリーゲージトレインの実現性について

懸念される材料が増えており、このままでは実現が難

しいと思われます。

そこで、次の２点を国などに要望しました。

１　新幹線本来の時間短縮効果が発揮できるよう、山

　陽新幹線への直接乗り入れを確実に実現すること。

２　対面乗り換え方式が固定化することがないよう、

　全線フル規格化を視野に入れた検討を早急に進める

　こと。



　

平
成
28
年
12
月
、
長
崎
市

で
行
わ
れ
た
「
国
民
健
康
保

険
の
都
道
府
県
単
位
化
を
考

え
る
講
演
会
」
に
議
員
派
遣

で
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

都
道
府
県
単
位
化

　

医
療
費
の
適
正
化(

抑

制)

の
た
め
、
平
成
30
年
度

か
ら
、
今
は
市
町
村
ご
と
に

運
営
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
が
、
都
道
府
県
単
位
化

に
な
り
ま
す
。
町
は
、
県
が

示
す
市
町
ご
と
の
標
準
保
険

料
率
と
納
付
金
に
基
づ
い
て

保
険
料
率
を
決
め
、
町
民
か

ら
保
険
料
を
徴
収
し
、
県
に

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
は
社
会
的
な
制
度
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。　

　

私
た
ち
が
心
に
体
に
無
理

を
せ
ず
、
働
き
、
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
を

目
指
す
も
の
で
す
。

　

町
民
の
医
療
や
介
護
の
実

態
を
的
確
に
把
握
し
、
町
民

が
参
加
し
、
地
域
を
巻
き
込

め
る
よ
う
な
具
体
的
な
施
策

が
町
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

統
一
保
険
料

　

将
来
、
県
の
す
べ
て
の
市

町
の
保
険
料
が
統
一
に
な
る

予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
は
低
い
水
準
の
小
値
賀

町
民
の
保
険
料
が
、
大
き
く

上
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

離
島
や
半
島
の
多
い
県
内

の
市
町
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

メ
ー
ジ
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
わ
せ
た
リ
ス
ク
を
想
定

し
て
防
災
計
画
を
定
め
、
そ

の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
能
力

を
避
難
訓
練
等
で
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
魅
力

づ
く
り
を
進
め
つ
つ
、
災
害

時
に
も
安
全
安
心
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

議
会
と
議
員
は

　

災
害
時
に
は
、
地
域
で
の

支
援
活
動
や
情
報
収
集
、
災

害
対
策
本
部
と
住
民
と
の
情

報
の
パ
イ
プ
役
や
情
報
発
信

等
を
行
い
、
多
忙
な
執
行
部

に
代
っ
て
の
視
察
の
受
け
入

れ
、
県
や
国
へ
の
要
望
活
動

も
重
要
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん

日
ご
ろ
の
政
策
提
言
も
必
要

で
す
。

 

小
値
賀
の
現
状
と
今
後

　

町
は
防
災
計
画
を
策
定
中

の
よ
う
で
す
が
、
小
値
賀
町

で
は
大
き
な
地
震
は
起
こ
ら

な
い
、
津
波
は
最
大
３
メ
ー

ト
ル
程
度
、
し
か
も
す
ぐ
に

は
来
な
い
と
、
皆
安
心
し
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

風
速
65
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
ス
ー
パ
ー
台
風
が
、
小
値

賀
を
直
撃
す
る
可
能
性
も
ゼ

ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
潮
の
高
さ
が
７
メ
ー
ト

ル
近
く
に
な
っ
た
台
風
も
過

去
に
は
あ
り
ま
す
。

　

も
し
ス
ー
パ
ー
台
風
と
大

潮
が
重
な
っ
た
ら
・
・
・
・
。

　

最
悪
を
想
定
し
、
リ
ス
ク

を
見
極
め
た
う
え
で
、
防

災
、
減
災
の
た
め
に
今
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
、
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
、
そ
れ
ら

を
し
っ
か
り
見
極
め
、
人
々

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
島
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
が
ん
ば
ら
な
く
て
は
と

決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で

す
。

　
　

国
民
健
康
保
険
が
町
単
独
か
ら

県
統
一
の
形
へ
移
行
す
る
こ
と
の
問
題
点
は
？

　

平
成
29
年
１
月
、
全
国
市

町
村
国
際
文
化
研
修
所
に
て

行
わ
れ
た
、「
市
町
村
議
会

議
員
研
修
・
防
災
と
議
員
の

役
割
」
に
出
席
し
、
勉
強
し

て
き
ま
し
た
。

　　
　

町
と
し
て
は

　

災
害
に
は
上
限
が
な
い
。

徹
底
的
に
と
こ
と
ん
考
え
、

起
き
得
る
こ
と
を
す
べ
て
イ

水
準
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
が

統
一
に
な
る
と
い
う
の
は
い

か
が
な
も
の
か
、
何
ら
か
の

方
法
で
、
統
一
保
険
料
に
反

対
す
る
声
を
大
き
く
出
す
こ

と
も
議
会
の
役
目
だ
と
感
じ

ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
む
し
ろ
医
療

と
住
民
自
治
が
つ
な
が
る
契

機
と
と
ら
え
、
議
会
と
し
て

も
そ
う
で
す
が
、
私
自
身
と

し
て
も
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
う
次
第
で
す
。

小値賀町議会だより第 99 号（16）

防災と議員の役割について

　　全国市町村議会議員研修報告

長
崎
市
で
の
講
演
会
に
出
席
し
研
修

今田光弘議員

総務文教厚生常任委員会報告

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
宗
像
市
の
「
神
宿
る
沖
ノ
島
」
で
は
、

新
た
な
条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う
が
・
・
・

　

研
修
先
は
、
本

年
に
世
界
遺
産
登

録
見
込
み
の
福
岡

県
宗
像
市
で
す
。

　
「
神
宿
る
宗
像
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
」

の
世
界
遺
産
登
録

に
お
い
て
の
維
持
・

利
活
用
に
関
す
る
条
例
等
の

制
定
は
現
在
の
所
考
え
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は　

2
班
に
分

か
れ
て
宗
像
市
の
沖
合
に
あ

る
沖
ノ
島
の
遥
拝
所
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
大
島
と
、

漁
村
留
学
を
実
施
し
て
い
る

地
島
の
地
島
小
学
校
を
伺
い

ま
し
た
。

　

大
島
で
は
、
正
月
等
は
、

入
島
者
が
急
増
す
る
の
で
、

世
界
遺
産
登
録
で
来
島
者
が

急
増
し
て
も
、
あ
る
程
度
は

こ
の
ま
ま
で
対
応
で
き
る
と

考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

現
在
、
上
陸
で
き
な
い
数

キ
ロ
先
の
沖
ノ
島
の
保
全
に

つ
い
て
も
、
状
況
を
見
な
が

ら
考
え
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

話
を
伺
い
、
本
町
に
お
い

て
も
、
世
界
遺
産
登
録
後
の

問
題
を
考
慮
し
て
条
例
制
定

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
今
一
度
慎
重
な
審
議
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
野
崎
島
の

入
島
者
急
増
の
問
題
点
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
法
律
、
条

例
の
も
と
、町
長
の
職
権
で
、

懸
念
事
項
は
十
分
対
応
で
き

る
と
考
え
、
行
為
制
限
を
す

　

12
月
定
例
会
お
い
て　

「
野
崎
島
の
保
全
及
び
適
正

な
利
用
に
関
す
る
条
例
案
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

委
員
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

事
項
で
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
更
に
議
論
の
必
要
が
あ

る
と
し
て
継
続
審
査
に
し

て
、
条
例
案
の
精
査
と
内
容

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
野
崎
島
と
同
じ
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
世
界
遺
産

登
録
を
控
え
て
い
る
先
進
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

委
員
長　
　

末　

永　

一　

朗
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る
条
例
制
定
を
急
ぐ
必
要
は

な
い
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
崎
島
を
今
後
ど

う
し
て
い
き
た
い
の
か
な
ど

野
崎
の
保
全
に
対
す
る
町
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
ま
だ
と

れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

　

野
崎
の
保
全
と
利
活
用
を

町
民
と
共
に
図
っ
て
い
く
理

念
と
体
制
づ
く
り
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
反
対
多
数
で
、
委

員
会
は
付
託
を
受
け
た
「
野

崎
島
の
保
全
及
び
適
正
な
利

用
に
関
す
る
条
例
案
」
を
否

決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
付
託
さ
れ

た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
神

官
屋
敷
に
関
す
る
条
例
案
は

い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の

と
し
て
本
会
議
で
報
告
し
ま

し
た
。

大島の宗像大社中津宮

野崎島の砂浜と自然学塾村
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当
委
員
会
で
は
、
昨
年
４

月
に
新
法
成
立
後
、
こ
の
新

法
を
生
か
す
べ
く
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

執
行
部
と
の
協
議
も
行

い
、
テ
ー
マ
を
「
未
来(

さ

き)

守(

も
り)

と
し
て
の

自
覚
」
を
定
め
、
五
つ
に
重

点
施
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

①
漁
業
再
生
事
業
を
強
力
に　

推
進

②
新
規
起
業
家
（
若
者
を
主

に
）
へ
の
支
援
制
度
の
創
設

③
離
島
留
学
（
主
に
県
立
北

松
西
高
等
学
校
）
制
度
の
確

立④
海
上
交
通
の
充
実
の
た
め

に
新
た
な
新
船
建
造
の
創
設

⑤
光
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア

の
拡
充

　

こ
の
新
法
は
10
年
間
の
時

限
立
法
で
す
。

　

今
後
も
次
の
委
員
会
に
引

き
継
い
で
い
た
だ
き
、
こ
れ

ら
の
提
案
が
解
決
の
方
向
へ

前
進
す
る
よ
う
に
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
２
月
、
こ
こ
に
き
て

よ
う
や
く
国
か
ら
の
国
境
離

島
に
お
け
る
地
域
社
会
維
持

推
進
交
付
金
制
度
の
概
要
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
①
運
賃
の

低
廉
化　

②
物
資
の
費
用
負

担
の
軽
減　

③
滞
在
型
観
光

の
促
進　

④
雇
用
機
会
の
拡

充　

な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
が
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ま

れ
、
即
効
性
の
あ
る
展
開
を

国
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
強

く
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
人
口
の
減
少
、

高
齢
化
に
伴
い
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
・
漁
業
を
は
じ
め
、

後
継
者
不
足
の
進
行
が
産
業

の
衰
退
等
、
年
々
深
刻
化
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
そ
の
よ
う

な
状
況
の
改
善
策
と
し
て
、

担
い
手
育
成
や
産
業
振
興
策

に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
担
い
手
育
成
、
産

業
振
興
、
地
域
活
性
化
を
目

的
を
趣
旨
に
設
立
さ
れ
た
鹿

児
島
の
肝
付
町
の
農
業
セ
ン

タ
ー
及
び
志
布
志
市
農
業
公

社
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
志
布
志
市
農
業

公
社
で
は
、
指
導
、
研
修
、

就
農
、
自
立
ま
で
一
貫
し
た

指
導
が
な
さ
れ
、
現
在
は
、

就
農
率
は
１
０
０
％
で
、
離

農
者
ゼ
ロ
と
い
う
事
で
し

た
。

　

視
察
を
踏
ま
え
て
、
本
町

担
い
手
公
社
の
研
修
指
導
の

参
考
と
し
て
も
ら
う
た
め
担

い
手
公
社
の
関
係
職
員
の
出

席
を
求
め
、
担
い
手
公
社
の

運
営
と
現
状
、
課
題
と
今
後

の
取
り
組
み
等
を
合
わ
せ
て
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委員長　横  山  弘  藏

産業建設常任委員会報告

観光産業を第 3 の産業として育てるた

めに協力を

　　委員長　松　屋　治　郎

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、観
光
産
業
と
し
て
、

野
崎
島
の
世
界
遺
産
登
録
関

連
事
業
も
活
発
化
し
て
き
て

お
り
、
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
、
本
町
の
観
光
産
業
に

と
っ
て
大
変
良
い
追
い
風
と

な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
観
光
産
業

の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

る
Ｉ
Ｔ
（
お
ぢ
か
ア
イ
ラ
ン

ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
協
会
の
理

事
長
の
出
席
を
求
め
、
協
会

の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
問
題
点
や
今
後
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　

観
光
産
業
を
本
町
の
第
3

の
産
業
と
し
て
育
て
る
た

め
、
今
後
と
も
情
報
・
意
見

交
換
を
通
じ
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

防
さきもり

人ならぬ「未来（さき）守（もり）としての自覚」

をテーマに５つの重点施策をまとめる

広報常任委員会の報告

　

広
報
常
任
委
員
会

は
、
議
会
の
報
告
と
し

て
の
広
報
誌
で
は
な

く
、
町
民
と
と
も
に
あ

る
広
報
誌
作
り
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

定
例
会
の
余
韻
が
終

わ
ら
な
い
う
ち
に
、
町
民
の

皆
様
へ
情
報
を
早
く
す
る
こ

と
を
旨
と
し
、
定
例
会
後
2

週
間
以
内
に
配
布
す
る
よ
う

に
努
め
ま
し
た
。

　

又
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
の
た
め
に
広
報
研
修

会
に
全
員
参
加
し
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長

委
員
長　

宮　

﨑　

良　

保

町
民
と
と
も
に
あ
る
議
会
だ
よ
り

　
　

手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
、

　
　
　
　
　

読
み
や
す
い
広
報
誌
を
目
指
し
努
力
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岡
光
弘
氏
に
よ
る
広
報
誌
の

編
集
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の

講
演
や
広
報
誌
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
績
が
評
価

さ
れ
、
昨
年
は
全
国
町
村
議

会
議
長
会
の
主
催
す
る
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞

を
受
賞
し
、
本
年
は
全
国
7

位
と
な
る
優
良
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
民

皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
な

い
と
、
こ
の
よ
う
な
評
価
も

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
今
回
の
実
績
に
甘
ん

じ
る
こ
と
な
く
、
更
に
研
鑽

を
重
ね
、
町
民
に
愛
さ
れ
る

議会だより編集会議

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

本定例会での一般質問は末永議員によ

る「藻場の再生について」のみでした。

本文は次のページです。

一般質問後の模擬公聴会では、「近

頃はウニに実が入っていないので、

磯の時にウニが磯場に残されてい

る。近場には餌になる藻は殆ど見ら

れない。食害は明らかなので、磯時

期の終わりなどに、みんなでウニを

とるなどの手立てはできないか」と

の意見が出されました。



【
問
】
末
永
一
朗
議
員

　

藻
場
再
生
は
、
水
産
業
に

と
っ
て
は
将
来
の
所
得
向
上

に
繋
が
る
大
切
な
事
。

　

総
合
計
画
に
も
あ
る
よ
う

に
、
近
回
り
で
漁
業
を
す
る

た
め
に
は
藻
場
を
回
復
さ

せ
、
魚
の
産
卵
場
所
を
作
る

藻
場
の
再
生
は
ぜ
ひ
必
要
と

い
う
観
点
か
ら
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
伺
う
。

　

一
、
磯
焼
け
対
策
と
し
て
、

県
か
ら
モ
デ
ル
地
区
と
し
て

指
定
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て

伺
う
。

　

二
、
数
箇
所
、
取
り
組
ま

な
い
と
結
果
が
出
な
い
と
思

う
が
考
え
を
伺
う
。

　

三
、
集
落
事
業
の1

つ
と

し
て
各
地
区
に
呼
び
か
け
て

取
り
組
ま
せ
る
考
え
は
な
い

の
か
伺
う
。

　【
答
】　

西　

浩
三
町
長

　

藻
場
の
再
生
は
、
町
の
漁

業
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
だ

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
３
年

間
、
県
の
補
助
事
業
と
し
て

藻
場
回
復
技
術
実
証
推
進
事

業
と
い
う
事
業
の
モ
デ
ル
地

区
の
選
定
を
受
け
、
稗
崎
地

区
に
お
い
て
植
食
性
の
動

物
、
植
食
性
の
魚
類
の
駆
除

と
、
母
藻
の
投
入
等
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、ガ
ン
ガ
ゼ
、

ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の
徹
底
駆
除

の
実
施
に
よ
り
小
型
海
藻
が

増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
母
藻
の
投
入
に
よ
り

藻
場
を
構
成
す
る
海
藻
種
の

増
加
に
加
え
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ

類
の
分
布
水
域
の
拡
大
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
い
海
の
中
で

は
、
ご
く
ご
く
狭
い
地
域
で

改
善
の
兆
し
が
見
え
た
に
す

ぎ
ず
、
町
の
磯
焼
け
対
策
に

と
っ
て
は
、
ほ
ん
の
第
一
歩

に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
箇
所
だ
け
で
は
ダ
メ
で

は
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
で

す
が
、
平
成
28
年
度
と
今
年

度
に
も
漁
業
集
落
事
業
や
町

の
単
独
事
業
に
よ
る
町
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ダ
イ
バ
ー
の
植

食
性
動
物
の
駆
除
、
ウ
ニ
、

ガ
ン
ガ
ゼ
の
駆
除
を
引
き
続

き
実
施
を
し
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
観
察
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
藻
場
の
再
生
に
か

か
る
活
動
と
し
て
、
漁
業
者

自
ら
が
考
え
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

漁
業
集
落
事
業
は
、
29
年

度
も
継
続
を
さ
れ
、
浜
津
地

区
で
は
、
マ
フ
ノ
リ
、
小
値

賀
で
い
う
オ
ゴ
が
生
え
る
よ

う
に
、
磯
場
の
セ
切
り
作
業

を
毎
年
実
施
し
、
一
定
の
効

果
は
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

各
地
区
か
ら
、
こ
の
集
落

事
業
に
対
し
て
の
要
望
、
計

画
が
上
が
る
よ
う
に
、
漁
協

と
一
緒
に
な
り
、
集
落
事
業

の
役
員
と
意
見
を
交
換
し

て
、
事
業
推
進
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

いっぱんしつもん
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ウ
ニ
の
駆
除
、
母
藻
投
入
な
ど
で
限
定
的
な
が
ら
変
化
の
兆
し
、
さ
ら
に
取
組
を
推
進
し
ま
す

母藻投入準備作業（スポアバックづくり）

潜水によるウニなどの駆除

今回の一般質問は 1 人が登壇し、漁業に

とっての最大の関心事を質
ただ

しました
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総
合
計
画
に
診
療
所
の
建

て
替
え
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
、

建
設
場
所
を
本
年
度
中
に
は

決
定
し
、
土
地
造
成
に
向
け

た
準
備
に
か
か
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま

す
。

　

町
長
か
ら
は
、
現
在
の
診

療
所
の
前
の
埋
め
立
て
地
を

診
療
所
建
て
替
え
場
所
に
し

た
い
と
い
う
意
向
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、議
会
は
、

そ
の
候
補
地
が
ベ
ス
ト
な
の

か
、
地
形
的
に
問
題
な
い
の

か
、
災
害
対
応
に
つ
い
て
な

　

現
在
、
タ
ク
シ
ー
が
休
業

中
で
、
診
療
所
へ
の
行
き
か

え
り
や
買
い
物
な
ど
の
移
動

な
ど
日
常
生
活
に
お
い
て
大

変
不
便
を
感
じ
て
い
る
方
が

多
く
い
ま
す
。

　

最
近
「
議
員
さ
ん
何
と
か

な
ら
な
い
の
」
と
よ
く
声
を

か
け
ら
れ
、
議
員
も
個
人
的

に
解
決
の
道
を
探
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
全
員
協
議
会
で
も

取
り
上
げ
、
町
長
に
対
応
策

が
な
い
の
か
伺
い
ま
し
た
。

「
現
在
、
タ
ク
シ
ー
業
者
が

お
ら
れ
る
状
況
で
は
、
行
政

と
し
て
の
対
応
は
難
し
い
。」

「
経
営
的
に
難
し
い
面
が
あ

り
、
設
備
投
資
費
用
、
運
営

費
赤
字
補
て
ん
な
ど
、
町
が

絡
ん
で
事
業
に
乗
り
出
す
の

は
負
担
が
大
き
い
。」

「
現
在
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
実

施
に
つ
い
て
社
協
の
方
で
検

討
し
て
い
る
よ
う
だ
。」

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
、
利
用

者
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

抜
本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

議
会
と
し
て
は
、
他
に
方

法
が
な
い
の
か
関
係
機
関
に

あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
業
の
所
管
で
あ

る
国
土
交
通
省
の
九
州
運
輸

局
や
長
崎
支
局
な
ど
は
、
小

値
賀
の
状
況
を
心
配
し
て
お

り
、
解
決
策
に
つ
い
て
聞
き

取
り
を
行
っ
た
次
第
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
現
在
の
業
者

が
タ
ク
シ
ー
業
を
維
持
で
き

な
い
と
な
れ
ば
、
新
た
な
業

者
あ
る
い
は
個
人
の
起
業
を

促
す
方
法
、
ま
た
、
法
律
の

改
正
な
ど
よ
り
可
能
と
な
っ

た
自
家
輸
送
な
ど
の
方
法
に

つ
い
て
、
情
報
の
収
集
を
行

い
ま
し
た
。

ど
を
検
討
し
、
加
え
て
他
の

適
地
の
有
無
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
の
中
心
部
に
あ
り
、

利
便
性
が
あ
り
、
安
全
で
機

能
的
な
場
所
と
い
う
条
件
を

前
提
に
決
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
が
と
り
だ
た
さ

れ
て
い
る
現
在
、
も
し
も
の

時
の
こ
と
も
考
慮
し
た
適
地

と
い
う
観
点
も
重
要
だ
と
の

意
見
も
あ
り
、
町
民
の
意
見

や
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
多
方
面
か
ら
の
議
論
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

可
能
性
を
探
る

　

町
民
や
団
体
の
皆
さ
ん
の

協
力
、環
境
整
備
も
含
め
て
、

い
ず
れ
も
解
決
す
べ
き
ハ
ー

ド
ル
が
あ
り
、
ど
の
方
法
が

可
能
性
が
高
い
の
か
、
時
間

的
に
早
い
の
か
を
見
極
め
な

が
ら
、
手
を
打
っ
て
い
こ
う

と
話
し
合
い
、
早
速
行
動
を

起
こ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

簡
単
に
は
、
解
決
で
き
ま

せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
こ
と
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
今
後
も
議
会
が
で

き
る
こ
と
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

診
療
所
前
の
埋
め
立
て
地
視
察



　

恒
例
と
な
っ
た
小
値
賀
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
子
ど
も
議
会

が
、
１
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
は
議
場
の
厳
粛
さ
と
直
接
町
長
に
質
問
で
き
た

こ
と
に
感
激
。
地
方
自
治
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

少
々
緊
張
気
味
の
中
、
子

ど
も
議
員
が
議
席
に
着
き
ま

し
た
。

　

紹
介
が
終
わ
り
、
子
ど
も

議
員
に
よ
る
議
長
選
挙
で

す
。

　

子
ど
も
議
員
の
中
か
ら
年

長
者
で
あ
る
川
口
真
歩
議
員

が
臨
時
議
長
と
な
り
、
議
長

選
挙
の
議
事
を
進
め
、
選
挙

に
よ
り
議
長
に
選
出
さ
れ
た

松
永
弘
大
君
が
議
長
席
へ
。

　

松
永
新
議
長
の
も
と
で
、

副
議
長
を
決
め
て
、
こ
こ
で

議
会
の
態
勢
が
整
い
ま
し

た
。

　
「
日
程
第
６
。
一
般
質
問

を
行
い
ま
す
。」
の
言
葉
で
、

い
よ
い
よ
町
長
へ
の
直
接
質

問
の
始
ま
り
で
す
。

　

一
番
手
は
、
中
川
苺
花
議

員
で
、「
フ
ェ
リ
ー
太
古
」

に
あ
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を

「
フ
ェ
リ
ー
な
る
し
お
」
に

も
作
っ
て
ほ
し
い
と
町
長
に

迫
り
ま
し
た
。

　

町
長
は
、「
新
船
の
建
造

を
会
社
に
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
の
で
、
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
設
置
に
つ
い
て
も
話
し
て

み
た
い
」と
答
え
ま
し
た
が
、

中
川
さ
ん
は
と
て
も
嬉
し
そ

う
に
う
な
ず
き
ま
し
た
。

　

２
番
手
は
、
北
野
悠
矢
議

員
で
す
。
牛
を
飼
っ
て
い
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話
を
も
と

に
、
牛
の
放
牧
場
を
増
や
す

計
画
は
な
い
か
と
質
し
ま
し

た
。

　

３
番
手
は
、
牧
尾
あ
り
す

議
員
で
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
し
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し

ま
し
た
。
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４
番
手
は
、
近
藤
花
音
議

員
で
す
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

を
防
ぐ
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
づ

く
り
な
ど
を
提
案
し
ま
し

た
。

　

５
番
手
は
、
森
岡
聖
准
議

員
で
す
。
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
ト
イ
レ
の
掃
除
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

６
番
手
は
、
山
元
佑
太
朗

議
員
で
す
。
野
崎
島
の
観
光

に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
町

の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
町
長
は
「
観

光
マ
ッ
プ
の
提
案
は
大
変
参

考
に
な
っ
た
。
ぜ
ひ
採
用
し

た
い
。」
と
答
え
ま
し
た
。

　

７
番
手
は
、
濵
田
結
萌
議

員
で
す
。
街
灯
を
増
や
す
考

え
が
な
い
か
と
質
し
ま
し

た
。

　

８
番
手
は
、
大
久
保
綾
美

議
員
で
す
。
違
法
駐
車
の
現

状
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　 　 　 　 　 子 ど も 議 員 が 質 問 し た 事 項
中 川 苺 花  議員 ・・・ 「フェリーなるしおのキッズルーム設置について」

北 野 悠 矢  議員 ・・・ 「牛の放牧場の増設について」　

牧尾ありす  議員 ・・・ 「小値賀町のバリアフリーについて」

近 藤 花 音  議員 ・・・ 「ポイ捨てを防止する取り組みについて」　

森 岡 聖 准  議員 ・・・ 「総合グラウンドのトイレについて」　　

山元佑太朗  議員 ・・・ 「野崎島の観光について」

濵 田 結 萌  議員 ・・・ 「街灯について」

大久保綾美  議員 ・・・ 「小値賀の違法駐車対策について」

川 口 真 歩  議員 ・・・ 「前方地区のお店の設置について」

松 永 弘 大  議員 ・・・ 「カーブミラーの設置について」
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桜
咲
く
春
三
月
。

卒
業
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
、
期
待
と
不

安
を
い
だ
き
な
が

ら
、
進
学
も
あ
れ

ば
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
社
会
人
と
し
て

巣
立
つ
等
の
ド
ラ

マ
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
人
の
一
人
と
な
る

た
め
に
は
自
覚
と
目
標
を

も
っ
て
対
応
し
な
け
れ

ば
、
社
会
の
荒
波
に
ふ
み

込
ま
れ
て
い
く
。

　

頑
張
れ　

社
会
人
。

　

ま
た
、
四
月
に
な
れ
ば

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
て
、
お
母
さ
ん
に

手
を
引
か
れ
て
通
学
す
る

新
一
年
生
が
目
に
つ
き
ま

す
。

　

そ
の
時
期
は
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
、
小
値
賀
町
ま
で
が
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
気

が
し
ま
す
。

　

頑
張
れ　

新
入
生
。

　
　
　
　
　

末
永
一
朗

　

９
番
手
は
、
川
口
真
歩
議

員
で
す
。
お
店
の
な
い
地
区

へ
の
配
慮
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　

10
番
手
は
、
松
永
弘
大
議

員
で
す
。
体
験
を
通
し
て

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
数
を
増
や

す
べ
き
と
の
考
え
を
述
べ
た

の
に
対
し
て
、
町
長
は
、「
必

要
が
あ
れ
ば
、
地
区
の
会
長

さ
ん
を
通
し
て
要
望
し
て
ほ

し
い
」
と
答
え
、
自
転
車
に

乗
る
と
き
の
カ
ー
ブ
に
お
け

る
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
子
ど

も
達
に
伝
え
ま
し
た
。

　　

　

今
回
は
、
一
般
質
問
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
空
き
缶
ポ
イ

捨
て
に
関
し
て
、
禁
止
条
例

を
提
案
し
、
審
議
す
る
日
程

も
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
日
程
第
７
、
小
値
賀
町

空
き
缶
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例

案
を
議
題
と
し
ま
す
。」
と

中
川
苺
花
議
長
が
宣
言
し
ま

し
た
。

　

近
藤
花
音
議
員
が
提
案
の

趣
旨
説
明
を
し
、
そ
の
後
、

議
員
に
よ
る
質
疑
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

北
野
議
員
「
第
７
条
の
意

味
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
も
う

一
度
、
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。」

近
藤
議
員
が
答
え
ま
す
。「
命

令
に
違
反
し
た
人
は
最
高

５
万
円
の
罰
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。」

大
久
保
議
員
「
そ
れ
は
小
値

賀
全
体
と
い
う
こ
と
で
す

か
。」

近
藤
議
員
が
答
え
ま
す
。「
そ

の
と
お
り
で
す
。」

中
川
議
長
「
質
疑
が
な
け
れ

ば
、
こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り

ま
す
。」

森
岡
議
員
「
５
万
円
も
払
い

た
く
な
い
と
い
っ
て
ポ
イ
捨

て
が
無
く
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
賛
成
で
す
。」

松
永
議
員
「
こ
の
条
例
案
に

賛
成
で
す
。
空
き
缶
だ
ら
け

で
、
よ
そ
か
ら
来
た
人
に
小

値
賀
の
こ
と
を
嫌
わ
れ
た
く

な
い
か
ら
で
す
。」

牧
尾
議
員
「
反
対
で
す
。

５
万
円
は
高
い
と
思
い
ま

す
。」　

中
川
議
長
「
採
決
し
ま
す
。

本
案
に
賛
成
の
方
は
起
立
願

い
ま
す
。
起
立
多
数
で
す
。

従
っ
て
、
こ
の
条
例
案
は
可

決
し
ま
し
た
。」

　

こ
れ
で
、
子
ど
も
議
会
の

議
事
日
程
が
全
部
終
わ
り
ま

し
た
。

　　　

児
童
を
代
表
し
て
、
北
野

悠
矢
君
が
、「
社
会
で
勉
強

し
た
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
良
か
っ
た
で

す
。
本
物
の
議
場
で
質
問
す

る
の
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
が
、
町
長
さ
ん
が
丁
寧
に

答
え
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ

子ども議会で模擬条例を

　　　　　制定してみよう

　議案の提出と審議の過程を学ぶ

た
で
す
。
ぼ
く
は
、
こ
れ
か

ら
も
小
値
賀
町
の
一
員
と
し

て
自
分
の
意
見
を
言
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
酒
井
校
長
が
、
町

長
を
は
じ
め
、
協
力
し
て
く

れ
た
関
係
者
全
員
へ
の
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
、
今
回
の
子

ど
も
議
会
が
終
了
し
ま
し

た
。

　

終
わ
り
に
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